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l.緒 口

近年,電ソJの満更はますます椚如し,いっそう良質な電力の供給

が望まれている.｡

電力系統の巾にあ一1て系統の保護の一端をになう速断掛こ対して

も,性能の向_Lとともにより安定した性能が要求されている｡.速断

i軌よ運転開始後,長年月件1iけきるようiこ考慮されているが,実際

(･こほ運転条件などの遠いによ州一に最良の状態で運転されるとほ限

らない｡速断話語が常に最良の那･こ態で安定した性能を示すためには,

適正な保守点検が必要である.｡

以‾F,現在までに多数の納入実績をもつ口二r亡OPG形空気遮断詩語

(以‾■FOPG形ABBと略称する)の保`こ1‥点検iこついて述べ,関･床各

付の参考に供する｡

第1図ほ形式OPG-1500A-PAR,300kV2,000A15,000MVA,

ABBの外観を,舞】表はOPG形ABBの定格仕様を示したもので

ある｡

2.構造および動作原!哩

2.1構造の概略

OPG形ABBほ常時圧力発端方式の内部新路形辛気遮断器で,

大地側にベースを兼ねた′卓怒タンクを設繹してこの上に支持がい管

を面‾1t仁させ,支持がい管上席にはタンク形の遮断部を配置してい

る(1)｢､

タン′ク形遮断部には,一一端に固定接触子が取り付けられた2本の

プッシングが水竹･こ皇三!■通している｡2個の固定接触子は1偶の可動

接触了･により情緒されて電路を形成している｡電路の開閉は可動接

触子とi‾郎吉された,械構邦によって行なわれ,機構部は空気的に連

結された受信弁によって操作される｡充電部側の受信弁ほさらに大

地例の送信弁と機械的に連結されてこねり,開閉の信号は電磁弁一送

信弁一受信弁一機満都の順`こ伝達される｡弟2図に操作系統の説明

図を示す｡

本ABBほ4ユニットで構成されている｡4ユニットとは,(1)

遮断弧(2)支持がい管部,(3)下部空気タンク部,(4)電磁弁部

であi),本体とは別に(5)操作キユーピクルおよぴ(6)圧縮空気系

統がある｡次に各ユニ､ソトiこついて述べる｡

2.2 遮 断 部

遮断部はタンク形遮断室,機構乱 受信弁および中間横柄i常から

構成されている｡

遮断動作ほ,受信弁により後備部の主弁の背圧を排気して可動接

触子を上方に駆動して接触丁を開離させる｡このとき発生したアー

クは強力なfE縮空気の吹付効果により消弧されて,遮断動作を終了

する｡

投入動作は,受信弁の動作により主弁背部を充気して行なわれる｡

*
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第1岡 OPG-1500A-PAR300kV2,000A15,000MVA

空気遮断器

第1衷 OPG形窄気遮断器の定格
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2.3 下部空気タンク部および支持がい管部

下部生気タンク部および支持がい管部ほ操作棒をl勺蔵している｡

下タンクの一端には系統を操作する送信弁があるて_

引きはずし操作ほ,電磁弁が,送信弁背粁を排気し,弁体に働く

差圧力により子fなう｡

投入操作では,送信弁背部を充気して差匠を解消させ,受信弁に

働く上向き勺により受信弁を押し_上二げて行なう･｡

2.4 電 磁 弁 部

電磁弁部は電磁弁箱内に収納された電磁弁,リセット弁,補助開

閉器および動作表示器から構成されている｡電磁弁は送信弁の制御

を行なう.･ニりセ､ソト弁は電磁弁の復帰を行なうと同時に補助開閉器

と動作表示器を操作する｡電磁弁箱内には乾燥用のエアリングバル

ブおよび電熱器が取(つ付けられている｡

2.5 操作キューピクル

ABB操作用圧縮空気配管および制御回路配線は,操作キユーピ

クルに集結された後,所内の配管,配線に接続されている｡操作キ
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第2図 OPG形空気遮断器操†′ド系統説別図

ユービク′レト如こほ閉1Lれ
避止升,ストレーナ.虻力1郷獄与:‡(低圧

鎖錠用および低圧賢姥用),庁力計,手鍬射乍介および端‾r怒が収納

されている｡.

2.る 圧縮空気系統

圧縮空気系統は圧縮気発生装乱 主窄左もタンク(1次■タンク),減

旺装筐および圧力開閉装琵から構成されており,操作キユーピク′レ

を通して遮断器本体に圧縮空㌫は供給する｡弟3図に作縮空㌔毛糸統

の一例を示す｡

3.点

3.1遮断器本体の点検

遮断器のノ亡大検は次の三つに分けられる｡

(1)巡

(2)定

(3)臨

3.】.1巡

視点検
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巡視点検ほ運転状態のままで行なわれ,外部よi)升括のイi無を

監視するのであって,その要領ほ第2表に示すとおりである｡

3.1.2 普 通 点 検

普通∴!よ検は標準使用状態(1Fl当たり1′､2桓=消閑)の場合,群

付使用開始後3年円に行なうことを甚準とするが,操作ひん度が

高い場合ほ1,000州動作ごとに点検する｡また塩分,有害ガス,は

なはだしい塵挨(じんあい)のある場合などの特殊使用状態でほ適

宜,使用状態に応じて点検時期を早くする｡

遮断器を点検するiこ際しては次のノ＼烹に注意する｡

(1)遮断器の制御凹路の電源を切る｡

(2)断路器を閉路して,点検遮断器の導電部を接地する｡

(3)遮断器の圧縮空気を完全に排気する｡

普通点検要領を第3表に示す｡,

3.1.3 細 密 点 検

細密点検は標準使用状態においては,据付使用開始後6年F･1に

行なうことを基準とし,操作ひん度が高い場合は操作川数6,000回

ごとに点検を行なう｡塩分,有害ガ'ス,はなはだしい塵挨のある

場合などの特殊使用状態では,適宜使用状態に応じて点検の時期

OPG形キミ気遮断1岩･きの保1ニノ､■二(検

第2表 巡 視 点 検 要 石ri

927

∴■ミ検部分

∴‾･い 子

F;f一丁関東示器

の他ヨ

検 の 要

破札 7■り軌冠雪の1出きを∴【よ検する=.

破i韻があった場合は損悔柑度を調べて対米綻梗1i‾J¢)吋否な托める

がい子の汚損ほ宇～らに托浄,i】硝‡を行な･う

汚i‾臼によるコロナの発生,せん毒呂事故は,′+､雨,濃霧三たほ雪どけ時

に多いため注意を要する｡

排㌔ミロなどよぎ)舶1く音はたいカ㌧車検する

ドレンの排水時に卜‾レン′くノン▲7に氷が付き不完今桁什に一千〔て′こ土工∴こン

るので注意を要する.

J_l三プJ汁の指示は所定の値を示しノているか点検する.

正一_,てし-る場f汁こ圧力計r二!体の狂いか,純瞑イドの掛ノ小､l三〉j明させ(:一

日三り計の狂いくま塙:点移動の場合が多いたdモ),排1乙状態て寸Jナiよそ〟〕､1で【】

晰ができるが,標準圧ノJ計て校正する.

プ壬ホ灯ガうスの破鼠,馬鹿の断線にii三貴する

敵吐Jノ伝い時,･‡t温の低下のほけしい咋,㌔ミ払方こ低い時に:よ`▲〔磁介絹

ノLのヒーターを:通′毒する

第3末 普 通 点 検 要 諦

点 検 部 分

対数接触子

近

断

部

三E接触子お

よぴフナーグ

接触子

抵抗接点お

よび抵抗体

7‾ッシソグ

山 検 の 要
ノ亡､く

l ∴一三枚に必要′-〔rF貰

可動接触子の中央にある締付ナッ

ト,-∴′ク板のレわるJtを点検する

排競状態で(土,ロJ劫接触子が‾/'一

ク接触子に押しとけら山て,り左

触子と酪～していることを確孟生する

_王二接触子ほ了【ク接触子の培順に
バネで鮮力付､ナらかている二±を

確認する

皐モ抗揺ノ､:くが粥抗体頗i笥;に止三しく接

触Lていることを確認するっ

外部がい子括棉

絶縁紙抗預q竜

絶縁択抗値のふでほ絶縁耐圧の判

定はできないが一[己:1,000Mn以

上あれは良好てある｡

l中間機構品

操

作

枚

構

部

冨

山憾

允

許

操
作
キ

ヒ

･γ

/ン

‾F操作部

支持がい管

割りヒーソ,夏井調整ネジ回り止め,

リン_ク,いこ-などを点検する.､｢

割りヒン,リンク,レ′

点検する

㌻一班

がい子表面の描掃

絶縁抵抗測定

絶縁抵抗値だけでほ絶縁耐圧の判

定はできないが,一応1,000MQ

以上あれば良好〔

上部タンクのノ∴く旅窓々捌

ける‥

窓を閉める時ほ.バッキ

こと｡

がい子ゴミ耐を布てふく

汚損のはな(･よだしい畔は

中間機勝浦ノ･∴ミ検懇なr珊ナ

る｡

がい千の笠にスハナな当

てないこと.,

下タンク側面の点検窓を

Ij排ナる..

がい管裏面を布でふく

汚損のはなはたLい時ほ

洗剤で洗うし､

弁磁電

エアリ ンク

/てル7

補助開閉器

そ の 他

爪〔つめ)を措揃してヒタゾルを少

量塗布する.こ.

吐出量測定

毎分400一-600ccであ才t_ば良好こ

接触確認,各i笥;締付確認

水平レパ【を指で下方へ

押すと爪が離れる｡

ホースを継ぎ水中で測定

する_｡

補助開閉器の接触の確認

は中継端子で行なう｡

開閉未示器カバーをはず

すとリセ･ノトパルプのレ

バーを点検できる｡

F圧 力 計

正三力開閉器

引きほずし

自由接触器

そ の 他

ロ三力計校正 標準圧力計で校正する｡

動作圧力確認 較正された圧力計で動作

圧力を読みとる｡

引きはずし自由接触器の接点を点

検する｡凹凸がはなほだしい場合

は細目十スリ,紙ヤスリで手直し

する｡

端子の締付点検,キューーヒクル内

部清掃

をきめることが望ましい｡

細密点検ほできるだけ各部を分解点検し,同時に可動部の結締,

ー93-
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目､ソニ評論第47巻 第5号

圧縮空気発生装置
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操作キユーピクル

三｢

圧力開閉装置

＼低圧警報用
高圧警報用

電動機用(予備積用)

電動機用(常用機刺

(他のしゃ断器へ)

第3岡 厄縮空 気 系 統 図

第4蓑 綿 密 占 検 要 領

点検部分l 点検･補修作業要詭 】 解体作業要哉 !参考図

可動接触子

7 - ク

桔 触 子

締付ナット,ロック用板

ほゆるんでいないか｡

接触面の凹凸がはなはだ

しい時は細目ヤスリ,紙

ヤスリで手直しする｡

遮断蛋に切粉を入れない

こと_つ

主接触子とのしゅう動画

に少iitのヒタゾールを塗

布する｡

遮断部カノミーをほずした後可動子部

分巻き上げ器で可動子部分をつり上

げる.｡遮断部排気孔部の%//ボルトを

ゆるめる前に,プラケソトを受信弁

ボデーに止めている8中ボルトをゆ

るめる｡可動接触子の交換は作業台

の上に降ろして,可動探触子用ロッ

クナットをゆるめた乳 可動子スパ

ナの内側のポ･/クススパナでシャフ

トを固定して,締付ナットをゆるめる

接触面の凹凸がはなはだ

Lい時は遮断重から取り

出して,細目ヤスリ,紙

ヤスリで手直しする｡

損耗丑が2mmになっ

たら新品と交換する｡

遮断墓に切粉を入れない

しご○

固定接触子工具を装着した後,固定

子ブラケット下面のCリングと押え

金具を取りはすす｡ノ､ンドルを回L

てアーク接触子を押し‾㌣■:ザて抜く｡

再組はアーク接触子を,押し上げ金

具の上に乗せてハント､ルを反対に回

してそう入する｡

固定子ブラ

実iこ入れる

ト下のCリン♪､'を確

主は触子 大電流遮断後,汚損のは

なほだしい時ほ紙ヤスリ

で娼婦する｡手入れほ必

ず+二具につけたまま遮断

室の外で行なう｡

7-ク接触子を取りはすした状態で

固定接触子工具を取ご)ほずすと,工

具と一体となってはずれる_.さらに

ガイド金具をはずすと,カイド金具

と一一体となってはずかるっ

再組立ほ短い接触子方‾;3本並ぷ諾分

を工具の切り欠き部分に合わせて,

固定接触子プラ㌢･ノトの回j‖上めに

はめ合わせる｡

第4図

第5L項

第6図

第7L司

点検部分l
ノた検･補修rF業要箭

解体作業要領 】参考図

中間鱗悔耗 点検窓よりリンク,レバ

ーなどを点検し,少昂二の

ヒタゾルを塗布する_

点検窓を開ける｡

受弁調整ネジ位置を変えないこと｡

子,刀 がい子表面を清掃するユ

絶縁抵抗測定

;一号掃の前後に測定し結果

を比較するニ1,000Mrl

以上であれ･:ご良好)

支持がい管は上タンク,

の絶縁抵抗を測定する｡

トタンク間

遮断部プッシソグは,可動子部分を

つり上げた状態で端子と上タンク閃

の絶縁抵抗を測定する｢.

卜操作こ･J子j二

電 磁 弁;爪を清掃して,少量のと

;メゾルを塗布する.｡

!三三去冨写…㌢,割りピ
二こ ′ ノ ン

′フ

ノこ ′ン フ

水平レバーを指で下方へ押すと爪の

掛りが離れる｡

冠磁弁は電磁弁箱への着脱以外ミま分

解を行なわない｡

第9図

j第2図
r

吐出丑を測定するっ

15kg/cm2充気状態て応

分400､600ccであjl亡ま

良好｢

吐山口にホ】スを触ぎ水中て吐出昆

を測定ナるっ

補助開閉器 i麦飯確認

端子の締付確認

i指輪,リンク,レ/ミ一に少

且のヒタブルを塗布する〕

端子,ポ′しトの増締め｡

ソ ニ ツ｢ リンク,レノミ一に少鼓の 套 開閉表示器カバ【をはずしリソク,

∴フ!ヒタゾルを塗布する.っlレバー点検=
抵抗接点 接触子に少並のヒタゾル

を塗布する｡

慮点の分解は行なわない｡可動子部

分組込の時は点検窓より抵抗接点が

接触することを確認する｡

第2回

∃仁列抵抗体 500Vメガーで抵抗値を

測定する｡0.2MQ以下

の場合ほ新品と交換する｡

可動子部分をつり上しデた状態で,抵

抗体固定接触面と王国定接触子との

問で抵抗値を決り定する､つ

圧 力 計Ll古札圧力計較正

圧七開閉旨㌢さ動作圧力確認

動作圧加ま較正された圧

力計で測定する｡

調整ネジを右(左)iこ回すと整淀圧力

が上(下)る｡

遮 断 邦

枝 鱗 部

緩衝弁を点検し,少量の

ヒタゾルを塗布する｡

駐衝室にじんあいを混入

しないことっ

緩衝重点検工具によりブラケット蓋

をはずし,緩衝ピストンを取り出ナっ

弁体をこじらないように慎重に分解

再組を行なう=〕

第8図

引きはすし′弓接点の凹凸がほなはだし

自由接触器iご苦笑警呈:言呈:紙ヤ

手動繰桝l冨誓言≡忘芸警誓㌘できl芸慧三㌫言吾托)に肘と抑圧
受 信 弁 弁体の点検,清掃

弁体のへたりは1.5mm

以上になると新品と交換

する｡

受信弁ボデーをほずす｡

再組時にパッキンを組み忘れないこ

と.｢
第9図 その他;…軍岩芸冨至芸竺芸芸写
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詣
カバーハントル

甘
可動子

受信弁ポテ∴-

附かヾ-/

道断毒

(分解作業椒序〕

1.防水カバ▼締付ポノしト①をはずす｡
2.

3.

4.

5.

申′妄

カ/ミーハンドルを付け,カノミ-をほずす｡

ボルト②をはずした後,ボルト⑨をはずす

巻上げ器を装着してつり上げる｡

組込みに際してほ,ノま(倹窓より主接触子,

/つIJ下げるとき

＼ノ180一回転するレ
｢-＼_二

｢土]

与妻フ
r十+

＼

＼

トル

巻上げ器

点検窓

_▼∠二竺ラ】

抵抗接点を確認しながら締め付ける｡

第4図 可動丁部分つり上げ状態説明図

醒
シャフト

Wラ言ロ･ノクナソト

Ⅵ｢ラ盲用スパナではずす)
動子用スパナ

(分解rF業慣序ノ

1.ロック用板をゆるめ,ロックナットをはずす｡

2.可動子用スパナの内側ボックススパナでシャフトを国定して,締付ナットを

はずす｡

3.組立はナットを十分締める｡

第5[吏l可動接触子分解説明図

注油を行なう｡

遮断器を分解点検する際にほ次の点に注意する｡

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

遮断器の制御回路の電源を切る｡

断路器を閉路して,点検する遮断器の導電部を接地する⊂

作業区域を表示する｡

遮断器の圧縮空気を完全に排気する｡

分解した部品は員数,分解箇所を明確にして,親友違い

のないようにする｡

分解箇所には塵挨が付着,混入しないように,おおいを

する｡

(7)分解した部分品は柔らかい敷物の上に置き,侮をつけな

OPG形坐㌦遮断iそ:一手の保ノ､1三∴■､く検

7レヾ＼＼･忘√滋妄冒;妄七三=‖三
L小仁子三三鞭=

ヽ.ノ

｢ユ_ ＼
′L__･

＼

･･･て横窓‾‾‾/‾ ′1i'＼､

｢
▼【

(分解作業順序)

1.

2.

3-

4.

固定接触子工具を装置する〔.

Cリングおよび押え金具を取り

ほずす｡

ハンドルを回して7-ク接触子
を押し下げる｡

アーク接触子組立の際ほ押し+二
げ金具の上にのせ,ハンドルを

逆回転してそう入する｡

川ノラ_乍1】

凛
㌣◎

†一†年絶後:王C

ぇヨ
:り/∴.

第6図 ア
ーク 接触子分解説明凶

カrイトi

i甲■′上げ全盲

ハンドル
スト′′

甲 モ｢/取付ポル

/蛇接析ナり
しべ＼

l

/主接附
8¢ナッ

主接触子

トW%

工具

l･を取りはずし､カ◆イト企!しと

-=体にLてはずす

｢1
/

ぺ⊥ 国定積触子工具

7`二号芸去打/一/¢室…三………三彗｡)
3本並ぶ所を切
欠き部に合せ裡

り止めにはめ合

Eわせ畠り止めr
固定桃子プラト′ト/

＼

主接触子糸1立の際はア

接触子を必らず阻みiA

と｡

(分解作業順序)

1.ア【ク接触子をはずす｡

2.固定接触子工具をはずすと,主接触子が-一一体となってはず才iる

3.軸ウ‾ソトを取りはずし工具より分離する｡

第7図 主接触 子 分 解 説 明 図
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(重義皇違憲署最詰蒜み)山

板

ドイ

/

けノ

㌫

′/筏衝重点検工具

7､うケソト蓋

ガイ
k

第1緩衝ピストン

＼第2緩衝ピストン

/可動接触子

(分解作業順序)

1.近衛重点検工具を装置する｡

2.ハンドルを回してプラケツト蓋をはすす｡

3.ガイド,板ノミネ,クアシーソをはずす｡

4./こネ,第1緩衝ピストン,第2緩衝ピストンをはずす｡

第8図 遮断部機構部分邪説明L､司

//一‾､＼＼

/′一 ＼

か'パー完全に取りはずす

可動部針まつり上げておく＼

___+･‾｢

受信弁粁＼＼､節1ノ
1_JⅥr%ボルト①＼

受信弁

引張棒＼＼

○

速断呈

ポル

中間機構部

支持がい管部

中間機構部
点検窓

調整ネジ

､r｡…･p･`叩批

01

O r言 0 さ

瀾

(分解作業順序)

受 信 弁

1.W%ボルト①を抜く｡

2.受信弁ボデーをはすす｡

第9国 受信弁,

絶縁棒/

中間枚満都

1.W与良ボルト②を抜く｡

2.中間故満都点検窓を閃ける｡

中間機構部分解説明図

いようにする｡

(8)再組立に際しては,ボルト,ナット,工具などをタンク

の内部に置き忘れないこと｡また締付不良のないように

する｡

(9)点検終了後は排気バルブを完全に閉じて漏気を避ける｡

細密点検要領を弟4表に示す｡弟4～9図は各部分解説明図を

第5表 圧縮空気系統の点検要領

暁光分 卜氏検の要点』点検に必要な作業桓考図表l点検塔準
動作○､ん娃の異常増

加に注意する

漏油,油面低‾F‾に注

空㌔‥王縮鵬l芳志左右計の指示確認 ドレンの排水

予備瞭,常用機の切

替え

吸気フィノ･し夕晴拗

油の汚染点検

汚染がはなほだしい

時は新品と交換する

分解点検,湖瑞

シリング,ピストン

リンク,すイルリン

グ,/こノLフ クラン】

ク,シ十フト,ノク

ルなど撃耗のほなほ

たしい時は予備品と

交換するっ

油を新品と交換する｡

予備機,常用俵の切

替えは制御盤で行な

い,運転音に注意す

るっ

カバーをはずLて金

網,フェ′し卜を泊▲掃

する_:油を交換する

排油パルプより,汚

染された油を十分排

抽する｡

再挺立の際,組違い

のない<[うにする〔J

空
気
圧
縮
横
取
故
説
明
書
を
泰
照

1過

ドレンの排

水ほ動作ひ

ん度,排水

主立の実績か

ら点検期間

を考慮する

1月

運転実績に

より点検期

間を考慮す

る｡

1 1年

手動操作を行なう

女 二1三イil

1ノしモーI升

スト L･-ナ

辿l卜 弁

什

比

】

閉 止 升

j上力開閉器

口二 ‾ノJ.汁

し‾〕 他

整定什力の確認

解体して弁体を∴■､く焼

結掃する一

弁体に損傷がある場

〔丁は予掩品と交換す

ノb

整定圧力確認

解体して映駄 弁体

を点検,清掃する｡

殴板の疲労,損毎が

大きい場合は新品と

交換する｢

炉過用金網に付着し
たじんあぃをi■1テ諭す
る.

弁体を点検する

弁体を点検する.⊃

較正さオーたJモカ計で

動作旺ノJを･確認する

標準旺几iL■で較jEす

く)っ

JIS規格でこま ±0.5

目盛の誤差が許さjl

ているが,慎重に校

正する｡

1次タンク,ドレン

タンクのトレン排水こて

l

旺力調整ナノトをゆ

るめて′て･■よ ノ∴不㌢

ースをはずす

を取り出せる 棚ヨ

第10図!1週

第7蓑1 6月

第10国

】貞垂互ぎ圧ノJ調整ポノ/トをゆこ
るめて/こネカを釈放

し,バネケースをは

すすと膜酔う;現われ

る+ネジ栓を抜き放

り,弁支持を+二方に

持ち上げると弁体を

取り出せる.

栓を抜いてし､んあい

を出す

締付ナットを抜く

指針を抜いて控準値

に合わせる

配管の継目を分解す

第11図

1年

1過

1年

第15国

策7表

6月

皇】____･トレンの排

三云孟注ご∴/ブをと配管の漏気点検.｡lやり直す｡ ト l考慮する

捷月けん蛭が高い場合ほ,空気圧縮枚の運転時間を基準にして点検する｡

(1 6時間ごと

(′2ノ 空気圧相磯の油面確認……運転10時間ごと

ぐ3〕空ぅも㌍締傲の分解点検･･････運転250時間ごと

示したものである｡

3.1.4 臨 時 点 検

臨時点検は遮断器にはなほだしい塵挨, 塩分の付着,冠雪の准

積などの異常が認められた場合,定格遮断容量の遮断を6回程度

行なった場合,または使用期間,開閉回数がほなはだしく多くな

った場合などに,適宜行なわれるものである｡
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′ヾ

止

テー

19/2

ユ

空気流入口

バルブシー

バネ､

ふた

排気穴

】
l

ネケース

:=

めナット

弁棒

バービン

圧力調整ナ

座金

点検用握り

ット(歪思呈鰐羞繁り

第10図 安全弁構造説明 図

キャップ

/ケ ノ′

バネ押え

バネケース

ス三1＼膜板押え

本体

欝…■
ニオンナット

卦体

バネー乏

膜税

＼ポル

＼諾寺

ト(吉敷滞三軍宅)

､＼ネジせん

第11図 柄 圧 升 構 造 説 明 図

食 綱

主空気溜1Hlj
l:==

涯斬器仰

‖ノ+

/
せん

第12図 スト レ
ー

ナ構造説明図

ノ_ヽ

ナ｢パリキング

l

--′‾⊃大杉形

l
でL

ナット

t
//′ンノ/// ′ン′/ンンて

バネ

｢-----=

_1こオン

ン′′ウ/:/ククくイ

第13国 道止弁構造説明 図

ナット

鋼 管＼＼

古ホ訂

OPG形空気遮断器の保守点検

息
】
l
†

スタヒングボックス

(ゆるむと漏気する)

¥

l

ぺ休＼＼､､
＼＼…

…≡/パッキング

/パッキング

､ト

＼＼:＼ヾ､､､､

王子流出側
_._ノ〟'■‾

＼_

ドこ1

＼こ,

＼､､溌
､'込

第14図 閉 止弁構造 説 明 図

l

l

l

ふ

す

PS%

動作圧力調整ネジ

(盃j虎完控王左

ペロ

ペローケー

空気流入

■キャッ

)る)

l l
当
◎

ス

口

第15図 圧力開閉器(肝紡機用)構造説明図

第6衷 点 検 綬 の 動 rド確 認

931

試 験 項

再 尤 ㍍

r 励 操 作

電 磁 搾 作

絶縁 紙 抗測定

i稲 気 試 験

ェアリノブノニルフ

吐 出 石ち:測 定

整 定 止 り測定

説 明

各部のポノLl,割りピンなどを確認の授,1次タンク圧力が

24kg/cm2以+二で充気を子J二なうし)

1次ケンり仁‾ノJが低い状態で充気すると,i別田な竺巨㌔tが遮断

話語にほいる｡

分解点検後は,漏気がないことを確認した後,最初低圧で操

作して動作に異常がないことを確認するLlつづいて定格操作

圧力で操作し_-て動作に輿常がないことを確認する｡

分解′亡え検綬ほ手動操作に次いで,遮断暑旨の近くでて剛御して異

常がないことを確認する.･.つづいて遠方操作を行ない異常が

なし､ことを確認すろリ

ノ∴く検,保障の前綾に絶縁紙抗を測定するL⊃
対地間絶縁紙抗‥… …1,000MJl以上

柿間絶縁状抗… ･‥1,000Mn以__l二

低圧何路絶縁紙杭･‥･…2Mrl以上

作稲時間ノラことれ寸=よ定格操作J‾1‾ミカに元気して結城を断ち,漏

気描験を行なり.′.試験純按の温度を測定して虻ノJ変化を検討

する‥

長時l王j】の漏瑞試験が行なえない場合は,拍;気音,またほ右け

ん水て漏気を調べるL

15kg/cm2iこ充も乙して吐出品を水中で測定する｡

吐Hi畳:毎分400へ600cc

第7袈参照

各部の分解および点検の要領は細札束検の場合とほぼ同じで

ある｡

3.2 圧縮空気系統の点検

点検の時期は,遮断器の定格および使用ひん度により異なるが,

叩97叩
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遮断器が標準使用状態(1日当たり1～2回開閉)にあるときの点検

基準,点検要鏡は弟5表に示すとおりである｡弟10～15図は各用

品の構造説明図である｡なお圧力開閉器,安全弁,減圧弁および低

圧鎖錠装置の圧力調整ほ,圧力計を基準に行なうため,圧力調整の

場合は圧力計の校正を必要とする｡

3･3 点検後の動作確認

定期点検または臨時点検後には,速断器の正常な動作を確認する

ために弟占表および第7表により各部をチェックする｡

4.結 月

日立OPG形ABBの保守点検について述べた｡遮断器が常に所

定の性能を発揮するためにほ,各部の動作を最適ならしめることが

必要である｡関係各位には,使用状況を十分考慮のうえ,適正な保

守点検を行なわれるようお願いする次第である｡

参 藷 文 献

(1)仲野,平田,黒岡,細川:OPF,OPG形空気遮断器の開発

日立評論45,7,1055(昭38-7)

(2)電気協同研究5,1号(昭34-5)

第7表 空気系統部品の整定圧力

品 名

引はずし用手動操作弁

操
作
キ
ュ
ー
.
ヒ
ウ
ル

1確
り二

米

軍_
r次
タ ンク

空
公
址
純
機

投 入 用 手動操作弁

引はすL鎖錠用圧力開閉器

投入鎖錠,低庁警報用

疋 ノブ 開 閉 器

再投入用圧力開閉器

減 上仁 介

安 全 弁

安 全 弁

低圧警報用圧力開閉器

制 御 用l常用機用

圧ノJ開閉器
予備機用

高肝警報用fl三力闘閉器

岳 什三 側 安 全 弁

低 肝 側 安 全 弁

特 言午 の 紹 介

特許弟419963号(特公昭38-20659号)

電子サ イ タ ロト ロ ン 共鳴加熱装置

本発明は,電離気体の電子に有効にエネルギーを与えることによ

つて,通常の放電方法では実現困難であった高エネルギー準位に,
気体原子,分子あるいはイオソを強く励起し極紫外線から軟Ⅹ線に

至る短波長の幅射線を放出せしめる装置に関するもので,磁場内に

存在するプラズマ中に,このプラズマ中の電子の運動に起因する電

磁波の共鳴吸収現象を発生するような周波数の電磁波電力を供給す

ることによって,プラズマ中の電子の平均運動エネルギー,等価的

にほ電子温度を少なくとも約2,0000Kならしめ,波長2,000A以下

の輌射を発生せしめるものである｡

図は-実施例の断面略緑園で,ガラスなど絶縁物製の放電管中の

1/∠Hg程度の低圧気体中における直流または低周波の補助放電によ

り発生するプラズマを線輪による軸方向強磁場により中心軸上に閉

じ込め,このプラズマにマグネトロンのような高周波電源よりの電

磁波を矩形導波管を通して入射させる｡プラズマ中の電磁波は共鳴

吸収を起し超高電子温度を定常的iこ保ち,極端紫外部の光が電極に

もうけられた貫通孔を通して平行緬射線として外部に導出される｡

この装置を用いる場合には強力かつ短波長の転射線が得られるた

め極紫外用真空分光器のみならず高エネルギー励起状態の気体粒子

の発生およびこれらの粒子が重要な作用を営む各種の物理的,化学

的現象に応用可能である｡ (長崎)
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整 定 圧 力 (kg/cm2)

鎖錠圧力11.5 ±0.2

鎖錠圧力12.5 ±0.2

鎖錠圧力12.0 ±0.2鎖錠解除征力13.0以下

鎖錠および閉路庁ノJ 13.0 ±0.2

鎖錠解除および閉路托ブJ 14.0以

鎖錠肝ノJ15.0

15.5～16.0

吹出圧力17.5

吹出圧力 32

閉路圧力 24

起動圧力 28

起動圧力 27

鎖錠解除肝‾ノ+15.31､ノ､卜

吹止庁:ソJ16.0

吹止圧プJ30

閉路月ニカ 26

停Jヒ圧力 30

停止口三力 29

閉路圧力 31.5

吹川L[ノJ32.5

吹=肝ノノ 7.5

閉路圧力 30

吹止肝ブJ30

吹lトロ三ノノ4.0､6.0

日 々 太 郎･1_U 本 学

.:ふ鮨

/脚′朋臼
/

＼ /

‾＼
/

丘睡＼

′//

＼＼

＼

た.-

/

i_過几/

ゝラてて7･ノ

/

＼､

＼ ′/′＼＼

/＼ /′＼

州.■川川

争

綿没

ノ_放1に与1二

1に柚




